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留 学 報 告 書 

（受入れ交換留学生） 

 

記入日：2016年 02月 24日 

 

出身国 香港 

出身大学・学部 

（和文及び英語） 

（和）香港城市大学、人文社会科学院 

（英）City University of Hong Kong, College of Liberal Arts and Social 

Sciences 

明治大学での留学期間 2015 年 09 月～2016 年 02 月 

 

日本に留学しようと決めた

理由 

中学生から日本留学に憧れていています。日本の音楽を聴き始めたきっかけで、日

本語を勉強したくなりました。何度も訪れたことがあって、やはり日本の雰囲気が

好きです。にぎやかな町の中に静かで落ち着く場所もあるし、見たことないものも

色々とあって、おもしろい国です。それ以外に、日本は豊かな伝統と文化を持つ国

であり、展覧会やアートについてのイベントなどもたくさん行われていて、異文化

についての知識を深められると思います。 

明治大学情報コミュニケー

ション学部を選んだ理由 

私は文化マネジメントを専攻しているので、日本が文化財保護の重要性についての

意識が高いところに感動して、この学部を選びました。香港は昔から文化砂漠と呼

ばれているのに対し、日本は歴史的な遺産から現代芸術まで、宝物として大変関心

を持っています。それは情報コミュニケーションの影響があると思って、マスメデ

ィアについて勉強したくなりました。 

情報コミュニケーション学

部・学生の雰囲気 

先生と学生も親切で、異文化についての考えや仕事の経験などをよく話してくれま

した。3 年生の後期から学生同士が就職活動で忙しくて、とても大変だと思いまし

たが、みんなが真面目で、頑張っていて、すばらしいでした。 

宿舎の雰囲気 

☒和泉 IH ☐狛江 IH  ☐その他（     ） 

宿舎はとてもきれいで静かな場所にあるので好きです。管理員もよく話しかけてく

れて、様々なイベントを教えてくれて、嬉しかったです。ハローウィンやクリスマ

スにパーティを行ったり、同じユニットの学生と一緒に料理を作ったりして、友達

もたくさんできました。学生と管理員に会うたびに挨拶して、おしゃべりして、雰

囲気のいい宿舎でした。 

交友関係 

ゼミナールはグループワーク形式の研修なので、日本人学生と話す機会が増えまし

た。それに、プロジェクトのために週に一回ミーティングするようにしていたので、

仲良くしてくれました。普段の授業では、なかなか日本人学生に話しかけられなか

ったが、グループワークのおかけで友達ができました。食事やショッピングなど何

回も誘ってくれて、本当に嬉しかったです。そして、ゼミナールのみんなは帰る前

に送別会を行ってくれて、感動しかありませんでした。 
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学習内容・勉強について 

授業はディスカッションが多くありました。最初はとても心配しましたが、学生同

士がとても丁寧に話を聞いてくれて、自分の意見をはっきり表せるようになりまし

た。マスメディアと文化について勉強していたがゆえに、ビデオを見たりして、自

分で図書館へ本を借りに行ったりするのが重要だと思います。多くの授業は英語で

行ったので、特に問題がありませんでした。 

課題・試験について 

一番大変なことは、ビデオを２本作ることでした。ビデオ制作について詳しく教え

てくれなかったが、学生同士と一緒に頑張って出来上がりました。それ以外に、毎

週も教授がアップロードしていた文章を読んでおき、授業でディスカッションしな

いといけませんでした。試験は三つありましたが、教授が配ってくれたプリントを

勉強したら問題ないと思います。 

大学外の活動について 

留学生同士と日帰り旅行行ったり、美術館を巡ったりしました。昔石川県にスタデ

ィツアーに行ったことがあるので、冬休みに泊まらせてくれたホストファミリーに

会いに行きました。そして、キャンパスメイトが主催した餅つき大会に参加しまし

た。 

ある平日のスケジュール 

７時：起床、８～９時：通学、９～１２時：授業、１２～１４：昼食．休憩、１４

～１７時：授業、１７～２１時：自由時間．夕食、２１～２時：自由時間、２時：

就寝 

ある休日のスケジュール 

１１時：起床、１１～１４時：昼食．洗濯、１４～１５時：掃除、１５～１８時：

自由時間（スーパーに行く）、１８～２１時：夕食、２１～２時：自由時間、２時：

就寝 

情報コミュニケーション学

部で得たことや留学の感想 

情報コミュニケーション学部で多様な文化を勉強しながら、違う国からのクラスメ

ートとの交流もでき、とても貴重な経験だと思います。交換留学を通して、異なる

文化を尊重することを学び、新しい価値観もつくりました。週に３回の日本語授業

は大変でしたが、先生は優しくて自分の欠点を指摘して、日本語もうまくなったと

思います。将来日本で就職したい意思もこの留学経験でより固まりました。 

私の時間割 

秋学期 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

1 限  日本語（総合）  日本語（総合） 日本語（総合）  

2 限  日本語（読解）  日本語（口頭表現） 日本語（文章表現）  

3 限 
 

 
舞台芸術論Ｂ 

（国際日本学部） 
   

4 限 
基幹科目 

(異文化理解)Ⅱ 
 

ツーリズム・マネジメントＢ 

（国際日本学部） 

視覚文化論概説Ｂ 

（国際日本学部） 
  

5 限  
アート・ビジネス 

（国際日本学部） 
    

6 限  
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